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１．製造１部、調質部で加工したギヤやシャフト類、業務部が協力工場や商社から

調達した部品を組付け、完成品を製造します。製造２部では機種、組立ラインの性

格により現在９つのラインに分かれて生産を行っていますが、今月はその中で量産

管理機を製造している組立１課１係（組立１工場）のＭＭＲラインをご紹介します。

〔〔〔〔１１１１〕〕〕〕ＭＭＲＭＭＲＭＭＲＭＭＲラインラインラインライン

ＭＭＲラインはその名のとおりＭＭＲを製造する

ラインです。ところで皆さんはＭＭＲってどんな製

品かご存知ですか？

右写真がMMR68(My Boy)で、

現在MMRの主流はこのﾀｲﾌﾟ

です。当社の得意とする小型

管理機です。この他MFR3(ﾎﾟﾌﾟﾘ)、

FTR350(ﾌﾛﾝﾄ菜ﾋﾞ)、TMA4(Midyｽﾆｰｶｰ)等の主要機種を

生産しています。TMA4

MMR68

〔〔〔〔２２２２〕〕〕〕生産生産生産生産のののの流流流流れれれれ

それではラインの流れ作業を順を追ってご紹介します。

取材の日は丁度MMR68とRC6800Uが生産されていました。RC6800UはMMR68UNと

同じ畝盛りﾀｲﾌﾟの管理機です。MMR68は耕すだけのﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟなのに比べ、この畝盛り

ﾀｲﾌﾟは、耕しながら畑の畝を成形するんだそうです。

1)ピッキング

ﾗﾝﾌﾟﾋﾟｯｷﾝｸﾞでﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝの
組立に必要な部品を
１台分ずつﾋﾟｯｷﾝｸﾞします。

次の1台を生産するのに必要な部品に赤ﾗﾝﾌﾟが点灯。
ﾋﾟｯｷﾝｸﾞしたらﾎﾞﾀﾝを押して消灯します。

ﾗﾝﾌﾟﾋﾟｯｷﾝｸﾞ
制御端末

3)ケースにギヤ類を組込む

ｱﾙﾐｹｰｽの中にｷﾞﾔやﾁｪｰﾝを

組み込みます。

2)ギヤアッシー

ｷﾞﾔをｼｬﾌﾄに組み付け、

動力伝達部の心臓を

作ります。

①トランスミッション（変速装置）のアッシー

自動車がﾌﾚｰﾑをﾍﾞｰｽにﾎﾞﾃﾞｨｰや車軸、ｴﾝｼﾞﾝを取付けるのとは違い、管理機では

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝにｴﾝｼﾞﾝ、ﾊﾝﾄﾞﾙ、ﾛｰﾀﾘｰ等の部分が取り付けられていきます。

そこでﾗｲﾝはまず、ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝの組立て(ｱｯｼｰ)から始まります。

ｷﾞﾔ類を組込んだ側のｹｰｽに

貼り合せた後、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ等を

取り付けます。

5)リークテスト・ドライブテスト

ﾘｰｸﾃｽﾀｰで油密性の確認をします。

（ｵｲﾙﾓﾚがないかの確認です)

またﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝとして正常に動作するか

確認します。

ﾘｰｸﾃｽﾀｰ②艤装ライン

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝにｴﾝｼﾞﾝ、ｶﾊﾞｰ、ﾊﾝﾄﾞﾙ、ﾛｰﾀﾘｰ等を取り付け、

完成品を組立てます。

4)ケースの貼り合せ

ｹｰｽの片側にﾎﾞﾝﾄﾞを塗布

します。なんと自動です。

1)ピッキング

ﾗｲﾝに必要な
部品を１台分ずつ
ﾋﾟｯｷﾝｸﾞします。

2)カバー類の準備

ｶﾊﾞｰに製品名や
注意・警告ｼｰﾙを
貼ります。

3)組付け

①ｴﾝｼﾞﾝ取付 ②ｳｴｲﾄ取付 ③ｶﾞｿﾘﾝﾀﾝｸ取付 ④ﾏﾌﾗｰ取付

⑤ﾊﾝﾄﾞﾙ取付 ⑥ﾃﾞﾌﾛｯｸﾜｲﾔｰ取付 ⑦ﾃﾞﾌﾛｯｸの荷重測定 ⑧ｴﾝｼﾞﾝﾍﾞﾙﾄ取付 ⑨ｶﾊﾞｰ取付 ⑩ﾀｲﾔ取付

⑪ﾛｰﾀﾘｰ取付 ⑫ﾛｰﾀﾘｰｶﾊﾞｰ側面取付 ⑬外観検査
部品のﾂﾌﾞﾚ､ｷｽﾞ､欠品､
組違い､締め忘れ等をﾁｪｯｸ

⑭運転ﾃｽﾄ

実際に使用する状態でのﾃｽﾄ 完成完成完成完成!!
⑮梱包


